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総特集 最賃運動再入門

北
海
道
に
お
け
る
運
動
か
ら

社
会
的
な
賃
金
制
度
の
確
立
め
ざ
す
川村 雅則
北海学園大学

公契約

公
契
約
条
例
が
今
な
ぜ
必
要
か

　

公
務
労
働
の
非
正
規
化
が
進
ん
で

い
る（
以
下
、話
は
自
治
体
に
限
定
）。

正
規
職
員
が
臨
時
・
非
常
勤
職
員
や

民
間
労
働
者
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い

る
。
自
治
体
財
政
の
逼
迫
を
背
景
に

し
て
、
彼
ら
の
労
働
条
件
は
低
位
に

と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。
自
治
体
発
注

の
建
設
工
事
・
委
託
事
業
・
公
の

施
設
の
指
定
管
理
事
業
・
物
品
調
達

の
領
域
で
は
、
競
争
入
札
制
度
で
最

も
安
い
価
格
を
提
示
し
た
事
業
者
に

仕
事
が
発
注
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ

る
た
め
に
、
そ
こ
で
の
雇
用
の
不
安

定
化
・
労
働
条
件
の
抑
制
は
避
け
が

た
い
。「
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
」（
地
方
自
治
法
）
と
い
う
命

題
が
そ
の
こ
と
を
不
問
に
付
し
て
き

た
。
公
契
約
条
例
は
そ
こ
に
歯
止
め

を
か
け
、
自
治
体
か
ら
の
発
注
価
格

の
適
正
化
を
前
提
に
、
働
く
者
の
賃

金
の
適
正
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
札
幌
・
北
海
道
に
お

け
る
運
動
を
紹
介
し
な
が
ら
、
最

賃
・
公
契
約
運
動
に
関
わ
る
基
礎
的

な
作
業
を
一
つ
だ
け
提
起
す
る
。

札
幌
・
旭
川
を
中
心
と
す
る 

北
海
道
で
の
運
動
・
共
同

　

２
０
１
２
年
第
１
回
定
例
会
に
お

い
て
、
当
時
の
札
幌
市
長
が
市
議
会

に
公
契
約
条
例
の
制
定
を
提
案
し

た
。
前
後
し
て
、
労
働
組
合
・
労
働

弁
護
士
の
団
体
・
研
究
機
関
な
ど
８

団
体
で
構
成
さ
れ
る
「
札
幌
市
公

契
約
条
例
の
制
定
を
求
め
る
会
」

（
代
表
：
伊
藤
誠
一
弁
護
士
。
以
下

「
求
め
る
会
」）
を
結
成
し
、
そ
の

名
の
通
り
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。

札
幌
地
域
の
連
合
・
労
連
・
全
建
総

連
な
ど
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
垣

根
を
超
え
、
か
つ
、
業
種
を
超
え
て

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
理
由
は
検

証
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
、
と
き
に

失
敗
や
試
行
錯
誤
を
経
な
が
ら
も
、

「
運
動
を
前
進
さ
せ
る
上
で
共
同
が

不
可
欠
で
あ
る
」
と
い
う
判
断
に
各

団
体
・
参
加
者
が
立
ち
、
関
係
者
の

あ
い
だ
を
取
り
持
ち
な
が
ら
、
意
識

的
・
積
極
的
に
発
展
さ
せ
て
現
在
に

至
る
。

　

札
幌
市
の
公
契
約
条
例
案
の
て
ん

ま
つ
は
周
知
の
と
お
り
で
、
業
界
団

体
か
ら
の
強
い
反
対
が
壁
と
な
っ

て
、
議
会
で
は
継
続
審
議
が
繰
り
返

さ
れ
、
最
終
的
に
は
翌
13
年
の
第
３

回
定
例
会
で
否
決
を
さ
れ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
が
、
短
期
間
に
大
小
様
々

な
規
模
の
集
会
・
学
習
会
を
重
ね
、

各
議
員
・
会
派
に
対
す
る
ロ
ビ
イ
ン

グ
活
動
、
業
界
団
体
と
の
懇
談
、
街

頭
宣
伝
そ
し
て
10
万
人
署
名
活
動
な

ど
、
集
中
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
た
。

　

こ
う
し
た
札
幌
で
の
経
験
は
旭
川

で
活
か
さ
れ
、
同
じ
く
広
範
な
団
体

で
14
年
春
に
「
旭
川
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
研
究
会
」（
代
表
：
小
林
史
人
弁

護
士
）
を
発
足
さ
せ
、
市
民
集
会
・

調
査
活
動
・
ロ
ビ
イ
ン
グ
活
動
な
ど

を
重
ね
た
結
果
、
16
年
12
月
に
、
理

念
型
と
は
い
え
公
契
約
条
例
が
道
内

で
初
め
て
制
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。「
公
契
約
条
例
に
関
す
る
方
針
」

が
同
市
で
08
年
に
制
定
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
、
条
例
制
定
の
下
地
に
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
現
在
、
条
例
の
附

則
に
設
け
ら
れ
た
、
２
年
の
間
で
の

見
直
し
条
項
の
存
在
を
念
頭
に
置

き
、
市
の
取
り
組
み
を
後
押
し
し
て

条
例
に
実
効
性
を
も
た
せ
る
た
め
の

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

札
幌
に
お
い
て
も
、
条
例
が
制
定

す
る
ま
で
は
会
を
解
散
さ
せ
な
い
と

い
う
決
意
で
運
動
を
継
続
し
て
い

る
。
有
期
契
約
労
働
者
の
無
期
転
換
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兵
庫
・
尼
崎
の
経
験
か
ら

条
例
制
定
運
動
の
再
強
化
へ

小西純一郎
武庫川ユニオン書記長

公契約

な
ど
、
雇
用
に
関
す
る
企
画
・
集
会

を
毎
年
開
催
し
、
16
年
か
ら
は
東
京

や
大
阪
に
呼
応
し
て
「
な
く
そ
う
！

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
北
海
道
集

会
」
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
札
幌

市
か
ら
の
定
期
的
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
の

実
施
、
各
種
の
調
査
・
研
究
活
動
に

つ
と
め
て
い
る
。
情
報
共
有
と
運
動

を
進
め
る
上
で
の
「
求
め
る
会
」
の

会
議
は
通
算
で
１
０
０
回
を
超
え

た
。
な
お
、
こ
こ
で
の
共
通
の
経
験

や
つ
な
が
り
は
、
労
働
法
制
の
改
悪

や
安
保
法
制
の
制
定
に
抗
す
る
各
種

の
運
動
な
ど
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

時
給
１
０
０
０
円
を
下
回
る 

賃
金
実
態

　

業
界
団
体
の
賛
同
を
取
り
付
け

て
、
議
会
で
の
可
決
―
―
で
き
れ
ば

全
会
一
致
で
の
可
決
を
可
能
と
す
る

政
治
的
な
条
件
を
作
り
上
げ
る
こ
と

な
ど
、
公
契
約
運
動
の
課
題
は
多
岐

に
わ
た
る
が
、
こ
こ
で
は
、
運
動
の

出
発
点
で
あ
る
、
公
契
約
領
域
で
何

が
起
き
て
い
る
か
、
と
く
に
労
働
者

の
賃
金
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
焦

点
を
あ
て
て
課
題
を
提
起
す
る
。

　

労
働
界
の
最
賃
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

は
、「
い
ま
す
ぐ
１
０
０
０
円
」
と

い
う
短
期
的
な
目
標
と
、
１
５
０
０

円
と
い
う
長
期
的
な
目
標
と
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
給
１
０
０
０

円
に
満
た
な
い
労
働
者
が
数
多
く
働

く
の
が
非
正
規
公
務
員
や
公
共
民
間

労
働
者
の
世
界
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
書
い
た
も
の
の
、

彼
ら
の
賃
金
実
態
は
把
握
・
共
有
さ

れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
委

託
事
業
や
指
定
管
理
事
業
な
ど
の
分

野
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
で
ど
の

よ
う
な
職
種
の
配
置
が
想
定
さ
れ
、

か
つ
、
ど
の
よ
う
な
賃
金
算
出
根
拠

に
よ
っ
て
具
体
的
な
賃
金
額
が
設
定

さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
毎
年
の
調

査
結
果
に
基
づ
き
国
土
交
通
省
・
農

林
水
産
省
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
が
予
定
価
格

の
積
算
で
使
わ
れ
る
建
設
工
事
と
同

じ
よ
う
に
、
ま
ず
は
「
モ
ノ
サ
シ
」

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
次
の
段

階
、
す
な
わ
ち
現
場
調
査
で
賃
金
支

給
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
も

不
可
欠
で
あ
る
。

　

こ
の
作
業
は
、
自
治
体
労
組
や
自

治
体
議
員
に
こ
そ
実
施
が
期
待
さ
れ

る
。
筆
者
も
身
近
な
自
治
体
で
調
査

を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
使
わ

れ
て
い
る
算
出
根
拠
の
一
つ
が
、
臨

時
・
非
常
勤
職
員
の
賃
金
や
初
任
給

を
含
む
、市
職
員
の
賃
金
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
低
位
の
公
務
員
賃
金
が
民

間
（
自
治
体
発
注
）
の
仕
事
の
賃
金

算
出
根
拠
で
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

点
で
官
と
民
の
賃
金
は
一
蓮
托
生
で

あ
り
、
両
者
の
底
上
げ
・
好
循
環
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
公
務
・

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
全
体
を
視

野
に
入
れ
た
取
り
組
み
が
運
動
で
は

必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
い
。

　

技
能
水
準
に
関
係
な
く
設
定
・
適

用
さ
れ
る
法
定
最
賃
に
対
し
て
、
公

契
約
条
例
に
よ
る
最
賃
は
本
来
、
仕

事
内
容
や
技
能
水
準
が
反
映
さ
れ

た
、
よ
り
高
い
水
準
、
職
種
別
賃
金

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
も

そ
も
法
定
最
賃
が
機
能
不
全
を
起
こ

し
て
い
る
な
か
で
は
、
公
契
約
最
賃

で
も
１
０
０
０
円
に
満
た
な
い
金
額

が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
と
は
い
え
、
法
定
最
賃
が
上
が

れ
ば
公
契
約
最
賃
も
引
き
上
げ
ら
れ

る
と
い
う
作
用
が
確
認
さ
れ
る
。
最

低
生
計
費
を
満
た
す
法
定
最
賃
と
、

そ
れ
を
上
回
る
公
契
約
最
賃
・
職
種

別
賃
金
と
い
っ
た
、
社
会
的
な
賃
金

制
度
の
確
立
を
め
ざ
そ
う
。

共
同
で
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を

　

19
年
春
に
統
一
地
方
選
挙
を
迎
え

る
。
ま
た
２
０
２
０
年
度
か
ら
は
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
と
い
う
新

た
な
公
務
員
（
非
正
規
公
務
員
）
制

度
も
始
ま
る
。
民
間
に
比
べ
て
公
務

の
非
正
規
雇
用
は
条
件
の
未
整
備
な

ど
が
目
立
ち
、「
周
回
遅
れ
」
と
の

指
摘
も
あ
る
。
議
論
を
巻
き
起
こ
す

上
で
も
そ
の
実
態
の
告
発
を
急
ご

う
。
国
主
導
の
行
財
政
改
革
、
さ
ら

に
は
、
骨
太
方
針
に
よ
る
公
的
サ
ー

ビ
ス
の
産
業
化
に
よ
っ
て
、
自
治
体

は
今
、
公
務
労
働
の
非
正
規
化
を
競

わ
さ
れ
て
い
る
。
公
契
約
運
動
は
、

住
民
福
祉
の
増
進
と
い
う
本
来
の
役

割
を
自
治
体
が
取
り
戻
し
、
ま
た
、

人
口
流
出
が
深
刻
な
地
域
で
も
暮
ら

し
働
き
続
け
ら
れ
る
条
件
づ
く
り
の

契
機
と
な
り
う
る
運
動
で
あ
る
。


